
目　次
理事会・評議員会報告……………………………………………２
社協会費募集・赤い羽根共同募金募集…………………………３
ふれあいサロン物語……………………………………４、５、６
ボランティア活動あれこれ………………………………………７
地域まるっと情報……………………………………………８、９
介護のかわら版………………………………………………… 10
まごころ………………………………………………………… 11
おしらせ・「ふみ子の海」チャリティー上映会報告… …… 12

美土里山村開発センターで
� 「ファミサポ交流会」を開催しました。

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています。

安芸高田市社会福祉協議会

No.
2010（平成22）年
10月15日発行

26



理
事
会
・
評
議
員
会
報
告

平
成
22
年
度　

第
２
回
理
事
会

　

日
時　

平
成
22
年
８
月
26
日
（
木
）

平
成
22
年
度　

第
２
回
評
議
員
会

　

日
時　

平
成
22
年
８
月
27
日
（
金
）

◆
理
事
会
報
告
事
項

（
１
）
総
務
部
会
報
告

（
２
）
介
護
保
険
事
業
関
係
部
会
報
告

◆
理
事
会
・
評
議
員
会
議
題

議
案
第
３
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
安
芸
高
田
市
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業
実
施
規
程

○
議
案
第
３
号
に
つ
い
て
は
、
新
規
事
業
実
施
に
よ

り
新
規
制
定
し
ま
す
。

議
案
第
４
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
安
芸
高
田
市
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事

業
実
施
規
程

○
議
案
第
４
号
に
つ
い
て
は
、
新
規
事
業
実
施
に
よ

り
新
規
制
定
し
ま
す
。

議
案
第
５
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
議
案
第
６
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
就
業
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
５
号
・
議
案
第
６
号
に
つ
い
て
は
、
育
児
・

介
護
休
業
法
の
改
正
に
よ
り
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

議
案
第
７
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
育
児
・
介
護
休
業
等
に
関
す
る
規
程

○
議
案
第
７
号
に
つ
い
て
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法

の
改
正
に
よ
り
新
規
制
定
し
ま
す
。

議
案
第
８
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
訪
問
介
護
事
業
所
「
ツ
ツ
ジ
」
運
営
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

議
案
第
９
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
訪
問
介
護
事
業
所
「
ツ
ツ
ジ
」
運
営
規

程
（
介
護
予
防
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

議
案
第
10
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
訪
問
介
護
事
業
所
「
ツ
ツ
ジ
」
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

○
議
案
第
８
号
・
議
案
第
９
号
・
議
案
第
10
号
に
つ

い
て
は
、従
た
る
事
業
所
（
吉
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

の
廃
止
に
よ
り
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

議
案
第
11
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
安
全
衛
生
管
理
規
程

○
議
案
第
11
号
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

よ
り
新
規
制
定
し
ま
す
。

議
案
第
12
号　

平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
資
金
収
支
補
正

予
算
（
第
２
次
）
に
つ
い
て

○
議
案
第
12
号
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
収
入
支
出
予

算
総
額
に
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
四
万
九
千

円
を
追
加
し
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額
を
収
入
支

出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
五
千
四
百
一
万
五
千
円
と
し
ま

し
た
。

◆
理
事
会
議
題

同
意
第
２
号
・
同
意
第
３
号
・
同
意
第
４
号　

社
会

福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
苦
情
解

決
に
関
す
る
処
理
要
綱
の
第
三
者
委
員
の
任
命
同

意
に
つ
い
て

○
同
意
第
２
号
・
同
意
第
３
号
・
同
意
第
４
号
に
つ

い
て
は
、
第
三
者
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
再
度

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
３
号
か
ら
議
案
第
12
号
ま
で
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
意
第
２
号
か
ら
同
意
第
４
号
ま
で
原
案
ど
お
り

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
、
適
切
に
対
応
・

解
決
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
資
す
る

よ
う
、
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

も
、
処
理
方
法
を
整
え
て
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第
三
者
委
員

大
石　

昭
則　

吉
田
町
上
入
江�


４
３

－

１
１
４
４

津
村　

秀
荘　

高
宮
町
佐
々
部�


５
７

－

０
１
３
２

浅
井　

澄
夫　

甲
田
町
深
瀬�


４
５

－

３
７
２
２

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
体
制

2010（平成22）年10月 �



作業所と吉田高校との体験交流会 ボランティア活動

福祉教育活動 募金活動のようす

　お寄せいただいた社資は、全額、日本赤十字社広島県支部へ送金しました。ご協力誠にあり

がとうございました。

平成22年度　日本赤十字社社資（事業資金）報告
総額 4,560,600円（安芸高田市地区取り扱い分）

鹿児島県口蹄疫被害 平成22年５月26日～８月31日 4,520円
広島県共同募金会扱い

平成22年広島大雨災害 平成22年７月21日～８月31日 196,389円

平成22年広島大雨災害 平成22年７月21日～８月31日 68,000円 日本赤十字社広島県支部扱い

　多くの個人、皆さまから、社協窓口・募金箱へ色々な形でご協力いただきました。お寄せい

ただいた義援金は、全額、広島県共同募金会、日本赤十字社広島県支部へ送金いたしました。

皆さまの温かいご協力ありがとうございました。

義 援 金 報 告

平成2
2年度の社協会費をお願いいたします
　皆さまからお寄せいただきました会費は、広報誌、ボランティ
ア活動事業、ふれあいサロン事業等の経費に充当されています。
　住みなれた地域でお互いが助け合い、支え合って誰もが安心
して暮らすことができるまちづくりを目指しています。

　社協会費は、福祉のまちづ

くりのための事業の財源とし

て、１戸あたり 500 円をお

願いしております。

10 月１日（金）　17時～ 18 時半

イズミゆめタウン吉田店前
10 月 10 日（日）　９時半～ 16時

こうだわいわい祭
甲田文化センター「ミューズ」前広場
10 月 24 日（日）　10時～ 15 時

たかみや大地のまつり
高宮支所ふれあい広場
10 月 31 日（日）　10時～ 15 時半

美土里米舞まつり
神楽門前湯治村第３駐車場特設会場
11 月７日（日）　10時～ 15 時

やちよおよりん祭
市役所八千代支所駐車場

街頭募金のお知らせ

赤い羽根共同募金は、様 な々活動に活かされています

2010（平成22）年10月�



こんにちは♪上根集会所ふれあいサロンです

「上根集会所ふれあいサロン」は八千代町の上根集会所で開いています。

詳しいことは　市社協八千代支所　電話 52-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　今回は、日本赤十字社広島県支部へ講師をお願いして、

「すこやかに安全に」暮らすにはどうすれば良いのかと

いうことについてお話を聞きました。

　高齢者に起こりやすい事故を防ぐ方法や予防について

わかり易く、体を動かしたり、脳トレゲームをしたりと、

楽しく指導していただきました。日頃のちょっとした努

力と工夫で、今の健康を長持ちさせることが出来ること

　例年にない猛暑日の続く今年７月31日に、吉

田の伝統行事である管絃祭に３年連続で「記

念写真撮影会」を出店しました。この祭は、

最近地元の若者が新しい感覚で企画し賑わっ

ており、夏の風物詩として注目を浴びています。

　当日は、見物に訪れた浴衣姿や子ども連れ

の家族に声を掛け写真を撮り、その場で印刷

をし安価で提供するもので、失敗しながらも

和気あいあいのうちに接客できました。なか

には、『毎年、子どもと一緒に記念写真を撮

り、成長記念になります』と喜ばれる方もあ

り、やって良かったと思います。

　我々みんな素人ですが、年々パソコン技術

も向上しており、来年はもっと立派なものを

と考えているところです。

� （ITサロン世話人）

お互いに教え合いながら

気楽で・楽しく・元気がモットーです

楽しいで～す！“あいてぇ～サロン”

「IT サロン」は吉田町の「遊友サロン」で開いています。

詳しいことは　市社協吉田支所　電話 42-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

スキンシップで

リラ～ックス!!

じゃんけんゲームで脳トレーニング

が良く分かりました。

　その後、ザル、くず入れ、バケツの中

へボールを投げ入れるゲームで大いに盛

り上がりました。

　『今日も体を動かしたり、笑ったり、

楽しかったよ。』と言いながら『またね。』

と解散しました。

� （上根集会所ふれあいサロン世話人）

2010年

吉田管絃祭
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「おしゃれの秋」房後ふれあいサロン

「房後ふれあいサロン」は高宮町の房後ふれあいセンターで開いています。

詳しいことは　市社協高宮支所　電話 57-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンは立ち上げから

12年目を迎え、現在では、会員、

世話人をあわせて46名で月１回活

動しています。

　今回は手芸の講師の方に来ていた

だいて、ネクタイを利用したネック

レスを作りました。はじめは難しそ

うに感じましたが、作ってみると簡

単に出来あがり、作り上げた作品を

手にして、皆さん満足そうに帰られ

ました。

　これからもみんなで笑顔を絶やさ

ず、和気あいあいと楽しく活動して

いきたいと思っています。

� （房後ふれあいサロン世話人）

「第７福祉区サロン」は美土里町の上河内集会所で開いています。

詳しいことは　市社協美土里支所　電話 59-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、発足して８年余りになります。『こんどのサロンは何をしょうかね～？』と、

言いながらも、毎回楽しく元気に活動しています。

　今回は、「いきいき介護予防教室」を行いました。運動指導員さんの「ころげん体操」は、おしゃ

べりもおもしろく、みんなで大笑いしながら和気あいあいと過ごすことができました。

� （第７福祉区サロン世話人）

楽しかったね上手に出来とる？

第７福祉区サロンです♪

楽しい交流ができました

ネクタイが

ネックレスに大変身

2010（平成22）年10月�
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爽快な気分になれる糘地さわやかサロン

新規ふれあいサロンのご紹介

「糘地さわやかサロン」は甲田町の糘地老人集会所で開いています。

詳しいことは　市社協甲田支所　電話 45-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　７年前にみんなの希望で編物教室を立ち

上げ、月に１回楽しくやっていました。と

ころが年を重ねるにつれ、歌、体操、クイ

ズなど体を動かすリフレッシュタイムが多

くなり、今ではグラウンドゴルフを主に

やっています。最近では60歳代の男性も

増え、明るく、楽しく、元気に活動してい

ます。

　今回は安芸高田市福祉保健部の方による

介護予防の話や、ボールを使った体操、ゲー

ムなどで大変有意義な１日を過ごすことが

できました。

� （糘地さわやかサロン世話人）

笑いがあふれる楽しいサロンにしたいと

思っています。よろしくお願いいたします。

こんにちはサロンやいちです

「サロンやいち」は向原町の八東戸老人集会所で開いています。

詳しいことは　市社協向原支所　電話 46-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、子どもから大人まで

46名の会員で行っており、今年の４月で１

年を迎えました。

　今回は、食生活改善推進委員さんの指導の

もと、「箱寿司・しば餅・なつスープ・キャ

ベツと人参の甘酢漬け」の料理に挑戦しまし

た。出来あがった料理を食べながら日頃の食

生活について話が盛り上がり、楽しいひと時

を過ごしました。

　みんなで一緒に何かをするって本当にいい

ですね！和が一段と深まりました。

� （サロンやいち世話人）

体を動かすと気持ちがいいね～

おいしく

できたよ

じょうず

だね～

きずなサロン（八千代町）大歳集会所
2010（平成22）年10月 �
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　７月24日（土）、「第４回安芸高田市ボランティア交流活動」が、行われました。今年の夏は、

向原町の丸山公園に60名のボランティアさんが集り、藤棚のあるベンチや休憩所の草取りに、小

学校の児童や保育所の園児の散歩コースである芝滑り台もたくさんの草刈り機の稼働で一度に刈

り取ることができました。

　交流会では、地元ボランティアの皆さんが作られた「ヤマメの炊き込みご飯」に舌鼓を打ち、『初

めて参加したが、今後も参加したい』との声も挙がり、ボランティアの輪がまたひとつ広がりま

した。� （地域福祉課）

向原若者センターでの交流会

今年は丸山公園で交流活動！
～安芸高田市ボランティア連絡協議会～

　７月中旬から９月にかけて、今年も市内の中学１・２年生、高校１年生を対象に「ぷちボランティ

アスクール」を開催しました。八千代町の手話グループ「たんぽぽ」さんの手話講座、ひとは福

祉会の寺尾文尚さんからボランティアの楽しさや大切なことについてのお話、そしてぷちボラン

ティアスクール卒業生の宮本明日香さん（吉田高校２年生）、下岡祐依菜さん（吉田高校２年生）

から楽しかったことや苦労したことなどの体験を話していただきました。自分たちで活躍プラン

を計画し、みつや保育所、可愛保育園、イルカクラブ、にこにこクラブ、かがやき、百楽荘での

ボランティア活動を実践しました。

　９月のふりかえりの会では、この活動で感じたこと体験したことを発表し、多くのことを学び、

得ることができ、今後の活動の基盤となりました。� （地域福祉課）

私たちにできることさがし
～ぷちボランティアスクール～

藤棚ベンチでの草取り

早朝からヤマメの炊き込みご飯を仕込み

講師の寺尾文尚さん

うまく積めるかな？

美味しいね

2010（平成22）年10月�
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　９月２日（木）、クリスタルアージョ小ホールにて「ほほえみさん・サロン世話人合同研修会」を開催

しました。NPO法人もちもちの木　理事長　竹中庸子さんを講師に迎え、地域の人、また自分自身が

認知症になった時に今までと変わらない生活を送るための地域づくり、仲間づくりについて学びました。

　また研修会では、広島県社会福祉協議会から丸山法子さんをコーディネーターに迎え、ほほえ

暑さも飛ばす夏まつり
～第12回ファミリー・サポート・センター交流会～

　ファミサポ交流会も12回目を迎え、８月１日（日）美土里山村開発センターで、32名の会員さん

と「夏まつり」を開催しました。今年もやろう会さんお手製の「そうめん流し台」から流れてくる

そうめんを楽しくいただき、「ヤマメのつかみどり」では、氷を入れて水温を下げたので、とって

もヤマメの動きが良く子ども達は捕まえるのに苦労していました。今年も「綿菓子」や「ポップコー

ン」でたいへん賑わい、しゃぼん玉はたくさん飛んで、とてもきれいでした。� （地域福祉課）

認知症の人を地域で支えるコミュニケーションづくり
～ほほえみさん・サロン世話人合同研修会～

活

笑

みさん・サロン世話人さんの活動の事例発表

を行いました。

うまくつかめるかな

ふわふわ綿がし

美味しいね たくさん飛ばしたしゃぼん玉

しゃ～ぼんだ～まと～んだ～

　普段の活動を振り返り

ながら事例を聴くことに

より、今後活動していく

うえでのヒントを得るこ

とができました。

� （地域福祉課）
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　今回は６町が２町ずつに分かれ、６月22日（火）・24日（木）・25日（金）

の３日間で、61名の方が三次市の平田観光農園へ行きました。

生活・介護サポーター３期生　巣立つ
～安芸高田市生活・介護サポーター養成講座～

　今年度も、少子高齢化に伴う高齢社会を見据え、

市民と行政の協働のまちづくりを目的とした「市民

総ヘルパー構想」のさきがけとして、「安芸高田市

生活・介護サポーター養成講座」を開講しました。

　８月28日（土）には、クリスタルアージョで最

終講義を受け、その後に行われた安芸高田市生活・

介護サポーター養成事業修了証明書及び認定書授与

式で第３期生89名の皆さんが巣立っていきました。

　今後は、市が実施する事業「安心生活創造事業」

の登録訪問員として、地域でのボランティア活動な

どで活躍されます。この講座は来年も開講する予定

で、自分にあった会場・ペースで受講することが可

能です。� （在宅福祉課）

さくらんぼ狩りでリフレッシュ!!
～安芸高田市家族介護者リフレッシュ事業～

躍

癒

みんなで食事するのもいいよね

　午前中は園内散策・情報交換を行い、午後からはさくらんぼ狩りをしま

した。皆さん『お腹がいっぱい!!』と言いながらも手にいっぱい採ったさ

くらんぼをほおばっていました。今後も皆さんにリフレッシュしてもらえ

る内容を考えていきたいと思います。� （在宅福祉課）

採りたてはやっぱりおいしい～
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有料広告案内
有料広告募集

サイズ タテ４㎝×ヨコ６㎝

色 カラー刷り

回　数 年４回発行

金　額 16,000 円

お問い合わせ先（在宅福祉課）：代表 45-2
ふくしいちばん

941　直通 45-4939　または、市社協各支所までお問い合わせください。

安芸高田市社会福祉協議会訪問介護事業所「ツツジ」です！

私たちにご相談ください

福祉用具専門相談員

藤井 道理

福祉用具専門相談員

木坂 亮太

こんにちは
！

安芸高田市社会福祉協議会福祉用具販売事業所です！こんにちは
！

お問い合わせ先（在宅福祉課）：代表 45-2
ふくしいちばん

941　直通 45-5101　または、市社協各支所までお問い合わせください。

　私たちは明るく元気をモットーに、訪問

介護員が利用者に一日でも長く在宅で生活

していただけるよう、入浴介助・おむつ交

換・バイタルチェックなどの身体介護や、

調理・掃除・買物といった生活援助などを

行っています。

　「ツツジ」を利用して良かったと喜んでい

ただけるよう、ケアの向上を目的とした接

遇や調理に関する研修を行うなど、質の高

いケアが出来るよう日々取り組んでいます。

　歩行のふらつきで転倒しそうになったり、入浴時に浴槽

に手すりがないため、浴槽から立ち上がれず困ったことは

ありませんか？こんな時には福祉用具を使ってみてはいか

がでしょうか。福祉用具には色々な種類があります。当事

業所の福祉用具専門相談員が利用する方の身体状況や生活

環境をしっかりと把握してアドバイスを行い、より多くの

方の快適な在宅生活のお手伝いをさせていただきます。

吉田町吉田1324-1　☎47-0101　ＦＡＸ47-0045
旧事業所

甲田町高田原1490-1　☎45-4939　ＦＡＸ45-7012
新事業所

　安芸高田市社会福祉協議会訪問介護事業所「ツツジ」は、９月30日付をもちまして吉田

ステーションを廃止し、事業所を一本化いたしました。皆さまの長年にわたるご厚情に心か

ら感謝申しあげます。また、今後の吉田ステーションの業務は、引き継ぎ下記事業所にて行

い、より充実したサービスと迅速な対応を心掛けてまいります。

　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、これを機に、職員一同気持ちを新たにし、皆さ

まの信頼にお応えできるよう倍旧の努力をしてまいる所存でございます。何卒ご理解のうえ、

今後ともお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。
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皆さまの善意により、サロン活動、
ボランティア活動などが支えられています。
�平成22年６月21日～平成22年９月20日受付分（敬称略）
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■弁護士相談（無料・予約受付先：市社協本所　総務課　☎ 45-2
ふくしいちばん

941）
※要予約  �６名まで（１人 30 分程度）予約については、先着順となります。
市社協吉田支所 毎月第３水曜日

13：00～ 16：00

財産・相続・金銭貸借・離婚など
法律上の問題に関すること。
日程については変更となる場合がありますので、詳
しくは市社協本所総務課へお問い合わせください。

市社協八千代支所 11月 10日（水）

市社協美土里支所 12 月１日（水）

※市社協吉田支所開催：開催月の１日、8：30から予約受付（変更あり）
※市社協支所開催：開催前月の 15日、8：30から予約受付（変更あり）

■心配ごと相談（無料）

吉 田 人 権 会 館 第１・３木曜日 10：00～ 15：00 ☎ 42-2826
市社協八千代支所 第 １ 月 曜 日 13：00～ 15：00

日程については変更となる場合がありますの
で、詳しくは市社協各支所へお問い合わせくだ
さい。

市社協美土里支所 第 ３ 木 曜 日 9：00～ 12：00
市 社 協 高 宮 支 所 毎　 月　15　 日 9：00～ 12：00
市 社 協 甲 田 支 所 第 ４ 月 曜 日 13：30～ 15：30
市 社 協 向 原 支 所 第 ２ 火 曜 日 9：00～ 11：00

■在宅介護者の会（お問い合わせ先：市社協美土里支所　☎ 59-2
ふくしいちばん

941）

10 月 27 日（水）
10：00～ 15：00

おいしいものを食べに行こう 未　　　　　定
11月 29日（月） 調理実習・介護食の相談

美土里山村開発センター12月９日（木） 11：00～ 15：00 忘年会
１月 27日（木） 10：00～ 15：00 情報交換

■在宅介護者の集い（お問い合わせ先：市社協高宮支所　☎ 57-2
ふくしいちばん

941）

10 月 12 日（火）

13：30～ 15：30 おしゃべり、講師における話・相談 たかみや人権会館
11月 16日（火）
12月 14日（火）
１月 18日（火）

■ふれあい塾（お問い合わせ先：市社協美土里支所　☎ 59-2
ふくしいちばん

941）

10 ／ 19（火）・11／９（火）・12／７（火） ９：30～ 13：00 美土里山村開発センター
ふれあい塾とは…�日常生活において、調理を必要とする状況の男性の方を対象に、食生活改善推進員の協力を得て、

自立支援・食の改善のための調理実習等を行なっています。

　平成 22 年３月 20 日（土）に開催した上映会での還元金で、実行委員

会は視覚に障がいのある方の情報環境充実の一助になればと、クリスタ

ルアージョの中央図書館へ拡大読書機器を寄

贈されました。

　また、県域の活動として福山市丸之内２丁

目（丸之内２丁目南交差点）と三次市十日市

南１丁目（上原交差点）の２カ所に音の出る

信号機が設置されました。

「ふみ子の海」チャリティー上映会報告
拡大読書器が寄贈されました

多くの皆さまのご支援、ご協力、
� 誠にありがとうございました。

　いつも社協だよりを

ご覧頂き、誠にありが

とうございます。

　よろしければご覧に

なったご感想や、改善

のためのご意見・ご提

案等を頂ければ幸いで

す。広報委員会にて拝

見させていただきまし

たうえで、今後の改善

のための参考にさせて

いただきます。どうぞ

宜しくお願い申しあげ

ます。

� （事務局）

編集後記

社協だより
発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒739-1101　広島県安芸高田市甲田町高田原1490-1（安芸高田市ふれあいセンターこうだ内）TEL（0826）45-2941　FAX（0826）45-7012
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